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ABSTRACT

I eomputerlZed the data of sports test，WhlCh were，ln1984，gLVen tO

the freshmen and sophomoresln Osaka UnlVerSlty EconomlCS and Law．

Genera11y speakLng，there are three types of sports tests；physique，

physieal丘tness and motor ablllty．Havlng planned to obtaln aCurate data

for a statistlCal analysIS，after much conslderation．I gave each testee－

student three klnds of measuremcnts with relat10n tO physlque・height，

welght and the clreumference of the chest．Asfor physICalfitness eaeh

student took seven klnds of checkups，Slde step，VertLCalJump，back

strength，grlP Strength，trunk extens10n，StandLng trunk flexion and

s亡ep test．ThereEore，the test was made up of ten sorts of checkups，

all of whlCh went under computer－tranSaCtLOn．

The measured polntS Of scores whlehlplCked upfromthe computer．

transactlOn WCre aS follows；eCOnOmLCS・maJOr freshrnen599polntS・eCO－

nomlCS・maJOr SOPhomores599polntS；law・maJOr freshmen300points；amd

law・maJOr SOphomores299polntS．ConslderLng the numerlCal treatments

ln the cornputeトtranSaCtlOn，forthe physICalfitnesstest．Itookthe mean

value of5gradation evaluat10n，Standard error，reCurrent equat10nS and

ぐOrelatlVe COefneents．After the above－mentlOned proeess，1compared my
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data withthe natLOn・Wlde mean valueofthe samecollege years and each

Wlththat of economlCSLmaJOr and hw－maJOr freshmen and sophomores，

ln result，the eomparlSOn Shows that the rnean value of our student，

for helght（170．20cm），Side step（44．24point），VerticalJump（55．92cm），

back strength（124．14Kg），trunk extcns10n（56．36cm），and standLng

trunkllexlOn（9．84cm）to beleveledlower than the nation－Wlde

average，Wlllle as for welght（64．54Kg），andchest（87．39cm），ltlS OVer

the average

l　はじめに

1984年度、本学における経済学部と法学部学生（1年と2年次生）のスポー

ツテストに関するテータをコンピュータによって情報処理を行った。本学で

は、森下・高垣・車澄らによって、1982年と1987年に報告がある。これらを含

め、各年度別に体格・体力の値を知ることによって、全国的平均と比較して大

学の年次統計に寄与し、社会的な位置を明白にする目的である。

今回、統計処理を行った項目は次のとおりである。体格診断テストは身長・

体重および胸囲の3奄潮である。体力診断テストは、反復横跳・垂直跳・背筋

力・握力・伏臥上体そらし・立位体舘屈および踏台昇降運動の7種目てある。

両テスト合わせて10位目について行った。

統計分析にはOCRカートを用いた。同カートに用いた学生数は、経済学部

1年次生（599名）、2年次生（599名）、法学部1年次生（300名）、2年次′ト

（299名）を含め、合わせて総数1，797名である。

統計処理を行った内容は、体力診断テストの5段階評価および全項目の平均

侶・標準誤差・分散分析のF伯・回帰方程式および重相関係数等である。

その結果、本学学生の全平均値は①身長（170．20em）、＠体重（64．54Kg）、

④胸囲（87・39cm）、④反復横銚（44．24点）、㊦垂直跳（55．92cm）、・本澤筋

力（124・14Kg）、も超力（47・15Kg）、⑨伏臥上体そらし（56．36cm）、〔2－立位

体前屈（9．84cm）、および拘踏台昇降運動（60．49点）である。

この10項口に対して、学部間の相通や学年間の相違も同時に枚‖寸を行った。
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一刀、胸囲一体査閲の墓相関係数と分散分析のF値は最も大きく、それぞれ

（08746～09189）と（221～1，122）の箱師に含まれている。以上の・Ji項を以

下報告する。

2　測定方法とプログラム

21調査対象と人数

大阪経済法科大学　経済学；捕　1年次／ト（18歳）　599名（1984El）

経済学部　2年次作（19歳）　599名（1984E2）

法学部　1年次生（18歳）　300名（1984Ll）

法学部　2年次生（19歳）　299名（1984L2）

22　調査期間

1981年　4月25日～5月10日

23　測定方法と測定者

測定方法は、文部省制定の体力診断テスト実施力法にtl■一拠した。

測定者は、大阪経済法科大学・教基部の体育関係の教員である。

24　コンピュータによる統計処理

この10項日の千一タを記入したOCR用紙に対して、OCRに入力させた。

この時に使用した億－fA計算機は、日立製作所のHITAC2201IDである。処理

に用いた言語はFORTRANで行った。統計解析には、BASIC STATISTI－

CAL SYSTEM　と　DRMLMN，Nを用いた。

前節装罠のミッフスは0．4MIPSである。主記憶装i■■■H二は、．．出藍素子（MOS－

LSl，64　ヒットノ′チップ）、＿仁記憶容量（8MB）、サイクルタイム（読み込み、

150ns、書き込み、150ns）および記憶坪位（8MB）の容品である。CPU

の最大転送速度1．6MB／秒である。この処理に用いた統計解析の一部のプロ

クラムはFig．1である。
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Fig．1Chart Statement of ProgramliSed StatlStlCal Ana1ysIS

統計解析に用いた散布図のプログラム



禁書讐諸学欝㌢盃驚銘品蒜窟昌益；

3　測定結果

3．1　5段階評価と総合評価

体力診断テスト軽口に僕する7項［の5校附区分けは、文部省制定による5

段階評価に一世処し　Tabklのとおりである。また5段階評価に基ついた本学

学生の測定結果はTabk2のとおりてある。1～5の各段階に分けられた測

定数とその比率をl7分率にて豪示した。

Fig・2～9のヒストクラムの図示を次のとおり待った。

1984E工●1984年度の経済学部l年次生（18歳）　599名

1984EⅡ・1984年度の経済学部　2年次生（19歳）　599名

1984LI－1984年度の法学部　1年次生（18歳）　300名

1984LⅡ：1984年度の法′了■部　2年次生（19歳）　299名

Fig・2　では、EIの⊥二からk復椛跳、垂直．跳、背筋力、握力

Tablel LISt OfJudgement on Eventsln5GradilLIOn EvnIuatlOn

5段階評価に関する種目別判定表

TYPE ���2 �8��������������H����������R�

SideStep　　　（point） ���3��32～35 �3h耳璽C��42一一46 鼎x���

43へ・53　　　　54～63 冤 l64～ 

～71 ���s(����r�ﾂ� �178～ 

GripStrength　　（Kg） ��ﾈ��#2�24・－34 �3X��C8�鼎H��SB�鉄X���

TrllnkExtention（cm） ���3b�37・－46 鼎x��Sb�57～66 田x���

StandingTrunkFIexion 　　　（cm） �ｨ耳��B�5～11 ��(����������#Fﾃ#X���

StepTest　　　（point） ���C��C��41．9～56．5 ��71．4～85．9 塔h�C����
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Table2　AppralSement Of5GradatlOn EvaluatlOl10n Ever心

各種目に対する5段階評価

FacuIty 葺ｿ2��6芳R�7FW������踪�｢���剩w&���7G&V誣F����H*ﾖx�｢�膝'T免ｲ�W⑦W��R�6ﾄ����6ﾘ�｢�展F�襷匁r�F貳豐�fﾆX�ｨ*ﾖ柳����6ﾘ�｢��7FW��FW7B�����ﾆﾇH�｢�

年次ら段階 剩ｽ復構跳 � 凾ｰ闇力 刪ｬ　力 剳嚔迴繿ﾌ そらし 剽ｧ位体 前屈 剴･台昇降 運　動 
捌定 数 ��2�設定l％声望定 劍�2�測定 教 ��2�渕定 数 ��2�業定座 剿ｨ定声 

ト 経。E）岳 l ���1 2 3 4 5 ��2�2．1 ���0・1】1 �0．1 ���0．0 �&ﾆ��S2�����ﾂ�ﾂ�18．3し 唐�1．3 

17 �(�S�#���8�CS��ト105 度�CR�21 �8�B�43r7・1 �248 ���CH�C��"��3��C2�

120 �#��C��186 �3�銈��塗�Cb�208 �3H�B�司司‾這 剴��C2�291 鼎��CR�

197 �3(�C��291 鼎��SX�s�2���X�CR�32 50 �8�CB���C2�265t44・2日6 剴x�Cb�101 ��h�C��

252 几ﾈ�9*ﾃ��剴��C���48 嶋�C��7 ���C��17 �(�C��

経（E） �"�1 2 3 4 迭�0．8 ���0・1日0・0 剴��0．0 湯�1．5 ���(c�����0．1 

21 �8�CR�■　2 �8�S�ﾄ�"���x�C�� ���B�52 嶋�Cb�234 �3��B�259 鼎8�C"�

158 �#h�C2�19 �3(�S8�33s"�田(�C��10 度�C��231 �3��CR�183 �3��CR�267 鼎H�CR�

2 ���C"�28 �#���祷�B�380 田8�B�263 �6�ﾋ��6 ���B�66 ����C����C��

5 �168128・019 剴�X炻ﾈﾕ���10 度�Cb�44 度�C2�8r ���B�6 

法（L） ���上－ ：3 i； 唐�2．6 ��1・617 �2． ������0．3 4． 4．6 ���ﾍﾘ9"�#Fﾃ��S��都2�����24． 33． �8ｹ��S���銈��

20 塗�Cb�！2 度�Cb�3��C��l ≡74 i19i �#H�Cb�c8�Cb�

6 ���Cb�93 劔�12車6 �94 �3��B�118r39・3 

130 鼎8�C2�128 鼎(�Sfﾃ"�嶋�Cb�160153．3 �127 鼎(�C2�32 ����Cb�13i4・3 

77 �#X�Cb�51】17・Or　2 剴��Cb�2317・6 �23 度�Sfﾆﾂ����B�4 ���C2�

法（L） �)�ﾒ�擢ﾆﾈ�S9?､ﾆ��SfﾃR�劔1．6 ���0．0 澱�2．0 田��22・7日 �0．6 30．1 

14 滴�Cb�1 ����(ｪ����X�C��5 ���3b�30 ����C��109 �3h�CB�：90 

52 ��x�X謫���3��Cr�回54・ �59 ����B�99 �38�C��90130・1r140 剴Ch�C��

4 5 ���35．7 ��2�43・4l81 �27． ��sb�58．8 ��3��43．8 �3��｣���S��迭�17．3 

1 滴ｺ田��#��T�R�剴��Cb�59 ����B�‾可1・0 剪�6 �15 店�C��
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
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警閣炉訝l某誌詣㌫‾～這完走J
Fig・3　では、EIの上から伏臥1・体そらし、1■／仲休前屈、踏台flt降運動

Fig．4　では、EⅡの上から反復拭跳、垂l甘跳、背筋力、握力

Fig．5　では、EⅡの上から伏臥上体そらし、立位体前屈、跳台州輝運動

Fig．6　では、LIの十から反復枇跳、直l自跳、背筋力、握力

Fig・7　では、LIの卜から伏臥卜体そらし、☆位体親日、跳台対陣運動

Fig．S　では、LⅡの上から反復構跳、垂直跳、背筋力、握力

F短．9　ては、Ll【の上から伏臥上体そらし、立位体前屈、跳台抑降運動

311反復構眺（Side Step）

反復構跳ほ、敏捷州と巧緻粧および脚筋力群を診断するためにl′l己の体中を

魚荷とし、一定の時間内（20秒）に所定の行動を左右に反復繰り返して行っ

た。したがって、移動することのできた回数を測定するテストである。その測

定結剰こより、脚筋力の強さ、肥満の有無等を合わせて、敏捷刊と巧緻性を診

断するものである。

反復拭跳に関する判定は　Tablel　のとfゴりである。1回の移動を1点とし

31点以下を1段附、32～35点を2段階、36～41点を3段階、42～46点を4段

階、47点以上を5段隋とした。この5段階区分による結果は、Table2に表し

た。また、5段階区分による分布を不したヒストクラムでは、Fig．2（1984年

度経済学部1年次生）、Fig．4（1984年度経済学部2年次生）、Fig．6（1984年

度法学部1年次／上）およびFig．8（1984年度法学部2年次生）の各データを

図示した。

経1の百分率の多い朋にすれば、第5段階で252名の420％、第4段階で197

名の32．8％になり、次に多いのは第3段階で120名の200％になっている。経

2では、経1と順番が変わっている。すなわち、第4段附で247名の41．2％、

第5段階で168名の280％であり、次に多いのは第3段階て158名の26．3％にな

っている。経済学部では、ともに第4と第5段掛こほ多く分布している。

同様な方法て、法1の上位は、第4段階（130名の433％）、第5段階（77名

の25．6％）および第3段階（65名の21．6％）の順になっている。なお、法2の

上位は、第5段附（122名の408％）、第4段階（107名の357％）および雛3
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段階（52名の173免））の順になっている。法学部では、経済学部の学生のデー

タとともに、第4段階と第5段階において多く分布している。

312　垂直跳（VertiealJump）

垂直跳は主として脚部を中心とした瞬発力を診断するために、助走を用いな

いて両足をそろえた姿勢より膝屈伸を利用する。できるだけ高く垂両方向にと

びあがり、その跳紆■した垂置距離を測定するテストである。すなわち、計算方

法は、自分の体重を測定し、約0．3～04秒で垂む跳の距離を測定する。

垂宙跳＝昼垂（Kg）×垂直跳の距離（cm）‾－．両軸巧さ汀‾‾‾‾‾‾
（3－1）

その測定結果により脚筋力群の瞬発力並びに巧緻性を診断するものである。

垂1棚眺の測定にあたっては、測定方法および測定2具により若干測定値に変動

隔差が見られた。

垂頂跳に関する判定はTablelに示したとおり、32cm以下を1段階、33～

12cmを2f那軋43～53cmを3段階、54～63cmを4段階、64cm以上を5

矧階とした。この5段階区分による結≠親王Table2に表した。また、5段階区

分による分布を示したヒストクラムでは、Fig．2（1984年度経済学部1年次

作）、Fig・4（1984年度経済学部2年次蕪）、Fig．6（1984年度法学部1年次

生）、および　Fig・8（1984年度法学部2年次生）、の各テ一夕を図示した。

垂蔭跳の5段階評価において、各学部と各学年の相違を比較した。共通して

言えることは、比率の多い昭にすれば、第4段階、第3段階、第5段階、第2

段階および第1段階の順である。第4段階において、経1（291名の48．5％）、

経2（287名の479％）、法1（128名の42．6％）および法2（130名の434％）

である。第3段階において、経1（186名の31．0％）、経2（194名の323％）、

法1（93名の31．0％）および法2（95名の31．7％）である。以上の弥項によ

り、第4段階が多いと認められた。

313　背筋力（Back SIremgtll）

背筋力は背筋のみならず、上、下肢および腰部の筋力を含めた全身の筋力群
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を診断するために、市販の背筋力計を用いた。膝の附中を利用しないで上体を

垂直方向の黄土に制定器具のノ、ソドルを引き上げ計測を子」うテスlである。そ

の測定結果により、全身筋力を診断するものである。

背筋力に関する判定はTablelに示したとおり、71Kg以下を1段階、72～

107Kgを2段臍、108～143Kgを3段階、144～177Kgを4段階、178Kg以

上を5段階とした。この5段階区分による結果はTable2に表した。また5段

階区分による分布をなしたヒストグラムでは、Fig・2（1984年度経済学部1年

次生）、Fig．4（198が度経軒学部2年次生）、Fig・6（1984年度法学部1年次

生）およびFig．8（1984年度法学部2年次生）の令テ一夕を図示した。

背筋力の5段階刑耐こおいて、1年次生と2年次生の共通点かみられた。1

年次生では、集中分布の多いのは第3段階で、第2段階、第4段階および第1

段階の順になっている。2年次生では、第3、第4、第2および第5の順にな

っている。以」一の弥頓により、第2位をlJiめる段階として、1年次生と2年次

生は、それぞれ第2段階と第4段階であると認められた。

3．1．4　糎力（Grip Streflgth）

握力は上肢の静的筋力、なかでもとりわけ前腕の川筋力を診噺するために、

市販の握力計を用いて、左右両腕の握力を計測するテストである。握力は局部

の筋力ではあるが、他の筋力群の測定伯と比較的請い相関があるといった事実

に基つき、局部的筋力の評価にとどまらず幅広い筋力群を診断するものであ

る。

声握力に関する判定はTablelに示したとおり、23Kg以下を1段階、24～

34Kgを2段階、35～43Kgを3段階、44～54Kgを4段階、55Kg以上を5

段階とした。この5段階区分による結果は、Table2に表示した。また5段階

区分による分布を示したヒストグラムでは、Fig．2（1984年度経粁学部1年次

生）、Fig。4（1984年度経演学部2年次生）、Fig・6（1984年度法学部1年次生）

および　Fig．8（1984年度法学部2年次生）の各テ一夕を図示した。

5段階評価で最も多いのは、第4段階で経1の53．4％、経2の63．4％、法1

の533％および法2の588％である。次に多いのは、第3段階で、法1の347
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％、経2の17．8％、法1の34．6％および法2の197％である。いずれも、共通

した傾向を石している。

3．1．5　伏臥上体そらし（Trum】、EXten自iom）

伏臥上体そらしは細鎚の後方への柔欣性を診断するために、披検者をうつぶ

せにし、補助者が下肢膝部分を押さえてい体を後方へそらし、床からあこまで

の高さを計測するテストである。前屈に比べ後方へそる能力は、老化候向との

関係か深いといわれている。

伏臥上体そらしに関する判定はTablelに示したとおりである。36cm以

下を1段階、37～46cmを2段階、47～56emを3矧軋57～66cmを4段階、

67cm以上を5段階とした。この5段階区分による判定結果をTable2にノく示

した。また、5段階区分による分布を表したヒストグラムでは、Fig．3（1984

年度経済学部1年次生）、Fig．5（1984年度経済学部2年次生）、Fig．7（1984年

度法学部1年次生）、Fig．9（1984年肢法学部2年次生）の各データを岡示し

た。

伏臥上体そらしの5段階評価において、学部と学年に共通して云えること

は、11有率の多い順として捉力とよく似ている。すなわち、第4段階が多く、

次に多いのは第3段階である。第4段階において、経1ほ265名に対して442

％、経2は263名に対して439％、法1ほ127名に対して423％および法2ほ

131名に対して43．8％である。以上のことからいずれも42％以上になっている。

次に、第3段l蜘こおいて、経1は241名に対して40．2％、経2は231名に対して

385％、法1は122名に対して406％および法2ほ99名に対して33．1％になっ

ている。すなわち、33％以上か第3段階に占有している。その結果、この第3

と第4段階の和は75％になっている。

3．16　立位体前屈（Standing TruIlk Flexiom）

立位体前屈は、伏臥上体そらしが上肢脊髄の後方への柔軟性を診断するもの

であるのに対し、主に下肢骨格筋を中心とした下肢筋群の柔軟性を診断するた

めに、両膝を曲げないで前屈Ll二肢かどれだけ屈曲できるかをみるテス1であ
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る。体の柔軟性をみるテストとして最も多く用いられている。

立位体前脚こ関する判定はTablelに示したとおり、4cm以卜を1段階と

し、5～11cmを2f那軋12～18cmを3段階、19～24cmを4段階L25cm

以上を5段隅とした。この5段階区分による判定結果は、Table　2　に衣示し

た。また、5段階区分による分布を示したヒストグラムでは、Fig．3（1984年

度経済学部1年次生）、Fig・5（1984年度経済学部2年次生）、Fig．7（1984年

度法学部1年次生）およびFig・9（1984年度法学部2年次生）の各テ】タを

国示した。

立位体前屈の5段階評価において、第2段階が損大の占有率になり、次に多

いのは、第3段階である。そして、第1一偏4　嘲5の順になっている。第2

段階では、経1（248名に対して41．4％）、経2（234名に対して39．0％）、法1

（100名に対して33．3％）および法2（109名に対して364％）である。いずれ

も、36％以上の占有率であることがわかった。第3段階では、経1（188名に

対して313％）、経2（183名に対して30．5％）、法1（94名に対して313％）

および法2（90名に対して301％）である。この第3f那哲では、（301～313

％）のわずかな範囲に占められていることがわかった。

317　踏台鼻隋運動（StepTest）

踏台昇降運動は、心肺機能を中心とした呼吸循環系の持久性を診断するため

にある。一定時間（3分間）、一定運動を負荷した後、心拍数の変化を調べる

ことにより心肺機能の優劣を判定しようとするテストである。このテストの優

劣においては、心肺機能持久力の他に運動に関与する内蔵講墨官のはたらきお

よび体蒋超過の及ぼす影轡かしばしばみられる。

糟（鋸）＝測定脈拍数さ照射）、2く10P‥　（3【2）

雌台昇降運動に関する判定はTablelに小したとおりである。418点以下を

1f錐㌢とし、41．9～56．5点を2段階、566、713点を3段階、714～85．9点を

4段附、そして86．0点以上を5段階とした。この5段階区分による判断結果は

Table　2　に表示した。また、5段階区分による分布を示したヒストクラムで

は、Fig・3（1984年度経済学部1年次生）、Fig・5（1984年度経済学部2年次
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生）、Fig．7（1984年度法学部1年次生）およびFig・9（1984年度法学部2年次

生）の各テータを図示した。

踏台昇降運動の5段階評価では、法1を除けば経1、経2および法2ほ、よ

く似ている占看率になっている。占有率の多いのは、法1を除けは第3段階で

ある。すなわち、第3段階において、経1の291名に対して485％、法1の118

名に対して39．3％および法2の140名に対して46．8％である。この第2と第3

段階を合計すれば、径1では78．8％、経2では87．7％、法1では91．3％および

法2では76．9％である。以上のことから、第2と第3の占める割合がいかに多

いかと理解できる。

32　平　均　値

本学学生の経と法両学部1・2年次生に対して、各項目別の平均値と標準誤

差を表示したのが　TabIe3　である。

（1）経1と経2との比較

平均値において、経2よりも経1が大きい値は、次のとおりである。すなわ

ち、体重（0．14Kg）、反復机跳（1．46点）、垂直跳（0．35cm）、伏臥上体そら

し（0．56cm）および跳台昇降運動（3．01点）である。

（2）法1と法2との比較

平均値において、法2よりも法1が大きい値は、体重（0．42Kg）である。

他は、すべて法2の方が大きくなっている。これは、勝・沢、沢・大森および

沢・森下の論文から比較を行ってもきわめてめずらしい。

（3）経1と法1との比較

同じ学年での学部間の相違を比較した。その結果、経済学部1年よりも法学

部1年の方が大きいのは少なくなっており、経済学部の学生が法学部よりも大

きい項目が認められた。

（4）経2と法2との比較

本学2年次生の経と法の比較を行うと、法2よりも経2が大きいのは3つあ

る。すなわち、体歪（0．05Kg）、胸囲（0．06cm）および立位体前屈（0．58cm）

である。その他は、すべて法2が大きくなっている。
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高垣）

（5）1年と2年との比較

学部を含んで統計処理を行い1年と2年の比較の結果、1年次生が大きい偵

とか、2年次生が大きい催とかを明白に整理することができた。すなわち1年

よりも2年の方が大きくなっている項目は、身長・胸囲・反復桃跳・垂直跳・

背筋力・握力・立位体前屈および跳台昇降運動の8舅相である。

3．3　標準誤差の実験結果

標準誤差の値は、Tabl83に表示している。このTable3をFig．10のよ

うに図示を行った。ここでは、経済学部の1と2咋次生の相違およひ法学部の

1と2年次生の相違を比較した。さらに、学那問の相違を知ることが可能にな
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Fig．10　HIStOgram Of Standard Error for Studentsln Factllty

OfEconomlCS and Law（1st and2nd years）

経済学部、法学部学生の1年と2年次生に対する標準誤竃
のヒストグラム
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等警讐講警護新し粘晶霜窟芸占ゞ
った。

①　身長（打eight）

学部や学年間の差は、非櫛こ小さくなっている。標準択差は、5．91～6．51

cmの範囲である。このスポーーツテストの1噸Rの巾で身長の測定値は散らば

りが小さくなっている。

②　体重（We三g】1t）

体重の標準誤差は・背筋力の次に大きい標準誤差になっている。その体歪の

標準誤差は9・90～13・99Kgという広範囲にわたっている。経済学部よりも法

学部の学生のほうが大きな標1帽を差になっている。

⑨　胸囲（CheSt）

胸囲の標準誤差は、6・6～8・4cmの小範囲である。学部や学年間の【定な価

向は見られなかった0この10項目のスポ1ツテストの中で、胸囲の標準誤差は

中間の値になっている。

④　反復槙跳（Side Step）

反復横跳の標準誤差は、478～5・85点の小範囲にある。この1帽目の中で最

小の標準誤剃民である。1年次の標準誤差は、2年次よりもわずかに大きくな

っている。

⑤　垂直跳（Vertica1．1ump）

垂直跳の標準誤差は、7・47～8・97cmの小範囲にある。全体では、中間の値

になっている。経済学部において、1年と2年の差は認められず、法学部の1

fFは2年よりも0・8cm程大きくなっている。

・⑥　背筋力（Back Strength）

背筋力の標準誤差は、18・93～24・29Kgの朗姻である。広範囲の中で、1

年次生よりも2年次生のほうが大きく・経済学部よりも法学部のほうが大きく

なっている0この1昭和の中で、背筋力は最大の散らばりを有している。

⑦　権力（Crip Stremgth）

握力の標準誤差は6・21～6・82Kgの′」瀾園である0経済学部よりも法学部の

方がわずかに大きくなっている。この握力の平均標準誤差は6・56Kgであり、

全体の測定誤差の範囲であると考えられる。というのは、本学学生の握力はノ、

－▼57　一



1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分別（沢、高垣）

ラツキが小さいことがわかった。

⑧　伏臥上体そらし（Trunk ExtenBioll）

伏臥上体そらしの標準誤差は、7．12～9．73cmの撒囲にある。全体の平均以

上のバラツキになっている。経済学部はバラツキが少ないのに、法学部の学生

はバラツキが大きいことがわかった。

⑨　立位体前屈（Stamdimg Trunk FIexion）

立位体前屈の標準誤差は6．88～7．17cmである。その差は0・29cmで′トさ

い値である。経済学部では1年と2年次生ともにほぼ同じ値であるのに、法学

部は1年次生よりも2年次生のほうが0・3cmも小さくなっている。この傾向

は、身長および垂直跳にも同様にみられた。

⑲　鵡台昇降運動（StepTest）

踏台昇降運動の標準誤差は8．93～11．70点の範囲である。学部と学年潤押）相

違は認められなかった。また、よく似た傾向も見られなかった。

34　回帰方程式

各項目間の関係式を知るため、回偏方程式を用いた。この回帰方程式は　tr

－a＋bX　の係数を各学部や各学年別に表示した。経済学部1年次生の回帰係

数をTable4に表示した。経済学部2年次生の回帰係数をTable5にム示し

た。法学部1年次生の回帰係数をTable6に表示した。法学部2年次生のr・珊‡

係数を　Table7に表示した。

この　Table4～7の中で、上段を係数a、下段を係数bとした。この表の中

で各学部・各学年に関して身長と体重に対する各項目間の回帰方程式を求姉

たこ。

①1984年度制定の経済学部1年生の身長に刈する各項目間の剛．片方程式は、

次のとおりである。なお、サンプル数は281個てあった。

身長＝156．56－ト0212（体重）・　　　　　　　　　　　・（3－3）

身長＝158．00－「0142（胸囲）・　　　　　　　　　　　‥（3　－4）
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警箸讐鶴攣欝㌢諾指蒜晶蒜窟誌ゞ

身長＝16541－卜0110（反復横跳）　　　　　　　　・（3－－5）

身長＝164・56l－0104（垂直跳）　　　　　　　　　‥（3¶6）

身長＝15934－：－On9n（背筋力）・　　　　　　　・・（3－7）

身長‾16081－－0210（握力）　　　　　　　　　　・（3－8）

身長▼＝16749－用・050（伏臥J二休そらし）　　　　　　・（3－－9）

身長＝17（）05用022（立位体前屈）・　　　　　　　（3－10）

身長‾17332－m49（踏台昇降運動）　　　　　　　　（3－11）

この回帰係数は、Table4に表示していなト魚の回帰係数は踏台昇降運動で

ある。正の回帰係数の大きいのは、体感（0212）と描力（口．210）である。こ

の両宅の韮相関係数は、それぞれ0．3613と02447の大きな値である。

き1984年度測定の経済学部1年生の休養に対する各項目間の回帰方程式は、

次のとおりである。なお、サンフ′し数は281伸であった。

体重二二一35・505－rlO・588（身長）・　　　　　　　　　　‥（3－12）

体重二一51・299－用134（胸囲）・　　　　　　　　　（3　－13）

体重【　71575－0158（反復机跳）　　　　　　　　　‥（3－14）

体挿＝　71・355－0・123（垂直跳）　　　　　　　　　・（3－－15）

体重＝　48・707二0130（背筋力）　　　　　　　　　・（3一一16）

体歪＝　46630■0398（握力）・　　　　　　　　　　（3－－一17）

体重＝　56・852－川138（伏臥上体そらし）　　　　　　‥（3－18）

体重ニ‾　63・7971－0・077（立位体前屈）・　　　　　・（3－－19）

体重＝　77・016－0202（踏台罰降迎劫）・　　　　　　‥（3－20）

この回帰係数は、Table4のとおりである。負の回帰係数は、反復構跳・垂

巾跳および踏台昇降運動である。他はすへて丑の回帰係数てある。この中で、

回帰係数と蚕相関係数の大きいのはともに大きくなっている。すなわち、身長

ではb＝0・588とR＝0・8950であり、握力ではb＝0．398とR－0．2660で
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する続．71的分析（沢、高転）

ある。

／わ1984年度測定の経済学部2年生の身長に対する各項闘持」の回帰方程式は、

次のとおりである。なお、サンプル数は152脚であった。

身長　－　15654．－0．216（体彊）

胡′長　ここ156．38日）159（胸囲）・

身長　‾17269－－0052（反復桃跳）

身長＝16638＋0．033（背筋力）

身長　＝－15773卜0．270（拉力）

身長　＝17195－0149（立位体前屈）

身長：＝17242－0033（踏台矧降運動）・

身長に対する垂直跳・伏臥上体そらしの回帰方程式が成立しないのは、重相

関係数と係数bが小さいためである。良の回帰係数は、反復拭跳・立位体117J屈

および踏台昇降運動であり、他は正の回帰係数である（Fig．5）。

・′1、1984咋測定の経済学部2イl生の体重に対する各項目間の回帰方程式は、次

のとおりである。なお、サノフル数は152個であった。

体重一二二＋・一一76272－l－0．826（身長）‥　　　　　　　　　　　・（3－28）

体正　二‾　－5354（ト；1399（胸囲）・　　　　　　　　　　　　・（3－－29）

体錘：＝　78．660－－0．330（反復坊跳）　　　　　　　　　　　・（3－　30）

体蒋　＝‾　80．208－0．291（垂直跳）　　　　　　　　　　　・（3131）

体荊＝‾　40493＋0195（背筋力）・　　　　　　　　　　・（3－32）

体重二　29990卜0．731（棋力）・　　　　　　　　　　　・（3－－－33）

体重＝　66．761【0229（立位体前屈）　　　　　　　　　　・（3－一34）

体重＝　75872－0191（踏台昇降運動）　　　　　　　　・（3－－35）
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、電垣）

体現と伏臥上体そらしの回帰方程式が成立しないのは、丞相関係数・分散分

析のF倍が小さいためである。回帰係数bと墓相関係数が、ともに大きい相関

性が認められた。すなわち、身長ではbニ0．826　と　R＝0．9189てあり、握力

ては　bニ0．731と　R－0．3979である（Fig．5）。

・写1984年度測定の法学部1年生の身長に対する各項目間の回帰方程式は、次

のとおりである。なお、サンプル数は129個であった。

身長‾　15164．0277（体重）　　　　　　　　　　　　・（3－－36）

身長－　13952－．－0345（胸囲）・　　　　　　　　　　　‥（3－37）

身長　　16340＋0147（反復構跳）　　　　　　　　　　　・（3138）

身長＝　16113l－0157（垂疏跳）　　　　　　　　　　　　‥（3－39）

身長二　153111－0142（背筋力）　　　　　　　　　　　　・（3－40）

身長　一二　14986－ト0443（握力）　　　　　　　　　　　　　・（3－41）

身長＝　169．88－0032（立位体前屈）　　　　　　　　　・（3¶42）

身長＝　17350一札07∩（踏台昇降運動）・　　　　　　　・（3¶43）

剛．li係数は、Table6のとおりである。身長と伏臥上体そらしの間に回帰方

粁式が成立しないのは、垂相関係数と分散分析のF値および係数bが小さいた

めである。立位体前屈と踏台昇降運動は負の回帰係数である。l剛帰係数の大き

いのは握力（0443）、胸開（0345）および体重（0277）である。

百二1984年度測定の法学部1年生の体窮に対する各項目間の回帰方群式は、次

のとおりである。なお、サン‥フル数は129個であった。

体重一一　一1511801274（身長）　　　　　　　　　　　　　（3

体亜二　一一　68881；1532（胸囲）・・

体重一一　　68．395－一0086（反復構跳）

体重＝＝　　70800－0112（重商跳）
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1984年度大阪経済法科大学学班のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、電垣）

体重＝　27・8191－0319（背筋力）・　　　　　　　・・（3－m－48）

体重＝　28．66日0．813（握力）‥　　　　　　　　　　‥（3　－49）

体重＝　75．613－0．198（伏臥上体そらしト・・　　　　　（3－－50）

体重＝　　66．712－0206（立位体前属）…　　　　　　　・（3－51）

体苗＝‾　　86826【10394（踏台昇降運動）・　　　　　　‥（3一一一52）

この回帰係数の表示は、Table6のとおりである。正と負の回焔係数は、そ

れぞれ半々である。この中で、回帰係数が08以上のものか3つも含まれてい

る。一方、重相関係数は042以上にもなっている。すなわち、身長・胸囲およ

び握力である。

㊤1984年度測定の法学部2年生の身長に対する各項目間の回帰方程式は、次

のとおりである。サンプル数は70個であった。

身長＝152．92＋0．273（体重）・　　　　　　　　　　　・（3－－－53）

身長＝14674十0270（胸乱）・　　　　　　　　　　　‥（3－54）

身長＝15576十0343（反復横跳）　　　　　　　　　　　‥（3¶55）

身長＝157．131－0251（垂直銚）　　　　　　　　　　　・（3－56）

身長＝161．72＋0070（背筋力）　　　　　　　　　　　・（3－－57）

身長＝147．21－ト0．489（梶力）　　　　　　　　　　　・・（3－－－58）

身長＝16496十0102（伏臥上体そらし）・　　　　　　‥（3－59）

身長＝17099－0．051（立位体前屈）・　　　　　　　　　＝（3－60）

身長＝17269－0034（踏台昇降運動）・　　　　　　　・・（3－61）

この回帰係数の表示は、Table7のとおりである。魚の回帰係数は、立位体

前屈および踏台昇降運動である。他は正の回帰係数である。正の回帰係数の中

で、大きい順にすれば、捉力（0．489）・反復横跳（0．343）・体重（0．273）・

胸囲（0．270）および垂直跳（0．251）の順である。

－66　－





1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高垣）

㊥1984年度測定の法学部2年生の体重に対する各項目間の回帰方程式は、次

のとおりである。なお、サンプル数は70個であった。

体盃＝　－116．290－卜1．060（身長）‥・　　　　　　　　　　・・（3－－62）

体重＝　－65．063－ト1．471（胸囲）・　　　　　　　　　・・（3－63）

体重＝　　56376－ト0186（反復横跳）・・　　　　　　　　・（3－64）

体歪＝　　55454－l－0168（垂直跳）・　　　　　　　　　・・（3－65）

休題＝　　46．891＋0140（背筋力）………………………………（3－－66）

体重＝　　33．619－llO．645（握力）・‥　　　　　　　　　　　‥（3－67）

体歪＝　　60548－10．070（伏臥上体そらし）‥　　　　　　　＝（3－－68）

体歪＝　　65175－0．083（立位体前屈）…　　　　　　　　　（3－69）

体重＝　　71．169－0106（踏台昇降運動）・・　　　　　　・（3－70）

この回帰係数は、Table7のとおりである。回帰係数の中で立位体前屈と踏

台昇降運動は負の関係にあり、他は正の回帰係数である。この正の回帰係数の

中で大きいのは、胸囲（1．471）・身長（1．060）・握力（0645）等がある。こ

れらの垂相関係数と分散分析のF伯は、それぞれ04と13以上である。

Fig．11は、童相関係数（R）と分散分析のF値が大きい胸囲と体重との関係

を表示した。左上は経1である。すなわち、R＝0．8950と　F＝1122，90の

時の回帰方程式は、体重二　一51299－1－1344胸囲である。この中で分散分析

のF値は最大値である。右上は経2の図である。すなわち、R＝0．9189　と

F＝813・40　の時の回帰方程式は、体重二二　一5354011．339胸囲である。こ

の中で霹相関係数は最大伯である。・方、回帰係数は経1とよく似ている。下

左は法1の分散図である。すなわち、R＝0．9153と　F＝656．17の時の回

帰方程式は、体重＝　－68881－卜1532胸囲である。この中で回帰係数は最大

値である。最後に、下右は法2の分散図である。すなわち、R＝0．8716　と

F＝221，20　の時の回帰方程式は、体重＝　一65063－l－1471胸関である。こ

の中で丞相関係数と分散分析のF値は最小値である。以上の事柄からそれぞれ

の特異なパターンが理解てきると同時に、最大の相関性を認めることかでき

－68－
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高垣）
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1984年度大阪経済法科大学学壬l一のスポーツテスト．
テータ（体格・体力）に剋する統計的分析（汎闘亘）

ナ二。

35　重相関係数と分散分析のF値

各項別間の相聞性を知るためには、相関係数・取捌関係数および分散分朝の

F伯か必要になる。この値によって、回帰方粁式の有効性か認められる。その

ため、ここでは、学部別に分け、その中で学年別に重相関係数と分散分析のF

佃を求めた。繹1の値をTable8、揮2の伯をTabIe9、法1の値をTabIelO

およひ法2の価をTablellに表示した。この項目問において、上段の値を重

相関係数とし、卜段の位を分散分析のF価に対して記述した。ここで、重相関

係数の大きいところは、分散分析のF値も比例して大きいことがわかった。

3511984年度測定の経済学部1年生の重相関係数と分散分析のF値

正和関係数と分l牧分析のF佃は、Table　8　のとおりである。

Table8の中て、重柿関係数が03以上のものは6個ある。この巾で06以上

の昭和関係数は、胸匪l　体重（R＝0・8950とF‾1，122）であり、握力⊥背筋

力（R＝0・6520と　F‾‾206）である。この2つの覇相m係数は、回帰係数も大

きくなっている。休虫　胸囲の巾で経1は、経2と法1よりは小さく、法2よ

りは大きい仲である。体巾J棚†Ⅰの巾でのF伯は、緯2、法1および法2より

も大きい値になっている。

3521984年度測定の経済学部2年生の垂相関係数と分散分析のF値

屯相関係数と分放分析のF伯は、Table　9■　のとおりである。

屯相関係数において、03以仁は10胴であり、04以上は5個であり、そして

05以上か3個である。最火重相関係数は、胸囲一一体重（R－0．9189）である。

経2の範相関係数は、経1・法1および法2よりも大きい。胸囲一体重の分散

分析のF佃は81340である。このF‾＝81340は、経1Jこり小さく、法1と法

2よりは大きくなっている。次に大きいのは、垂直跳　体重（R＝0．8021と

F二6．023）てある。
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ〔体格・体力）に闇する統計的分析（沢、高垣）

3531984年度測定の法学部1年生の重相関係数と分散分析の下値

屯相関係数と分散分析のF値は、TablelOのとおりてある。

TabIelOの中で04以上の爪相関係数は13佃である。05以上は3佃である。

この3個の　RとFは次のとおりである。すなわち、胸囲－一体屯（R二0・9153

と　F‾－656）、据カー背筋力（R－0．7608とⅠ千一171）およひ体れ一身長（R－

0．5973　と　F＝70）である。Fの656である胸囲一　体苗は、法Zより大きく、粍

よりは小さくなっている。

3541984年度測定の法学部2年生の墓相関係数と分散分析のF値

重相関係数と分散分析のF値は、TabIell　のとおりである。

04以上の重相関係数は8佃ある。05以上は6個であり、06以上は3間て

ある。この3個の屯相関係数と分散分析のF伯は、胸囲一休重（R＝0．87－16と

F－‾221）であり、握力ー　背筋力（R＝0．6843　と　F－＝60）であり、握力　身」く

（R‾0．6068とF‾40）である。この胸囲一休重の巾相関係数（F＝221）は、

経1・経2および法1より小さい伯である。

以上の功項により、伏臥上体そらし・立位体前凧おはひ踏台昇降運動に対す

る各項目間の重相関係数と分散分析のF伯は、ともに小さくなっていることか

認められた。一方、RとF情が大せいのほ、胸囲一一体重である。次に握カー　背

筋力か全体の中て共通して認められた。

4　検　　　討

41体力テストに関する5段階評価の検討

体力に関するスポーツテストの分和と5段階評価判定を　Fig．12　に図示し

た。

この論文は、勝・沢、沢・大森および沢・森下との傾向とよく似ている。こ

の傾向のスタイルについて記述する。第1段階から第4段階まで増大し第5段

階では減少しているタイプは、垂直跳・握力および伏臥上体そらしてある。
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト．
データ（体格・体力）に閑する統計的分析（沢、高垣）

糾年　経1（×－×）

84年　経2（ム－△）

84年　法1（ロー…□）

84年　法2（●‥－●）

GradatlOrL EvaluAtlOn GradatlOn EvaluatlOn

Fig．12　Relat10n between Apprく11Sement Of　5　Grndat10n EvaluatlOn Z，nd

SldeStep，VertlCalJump，Back Strength，Grlp Strength，Trunk

ExtenslOn，Standlng Trunk FlexlOn and Step Testln Osakn

UnrversltyOfEconomlCSand L，aW（1stand2ndyear stlJdents）

本学学′Ⅰの体力診断テストの分布と5段階評価との関係

－　75　－

（
洪
）
　
A
莞
∽
損
烹

（
芭
　
d
E
コ
＝
再
三
も
A
　
　
（
整
　
う
叫
忘
と
S
 
J
。
ぷ

（
課
∵
卓
ぎ
巴
一
S
 
d
t
J
U

（
芭
U
。
喜
蓋
雇
↑
　
づ
距
離
銅
仙

（
ゆ
e
 
l
S
¢
ト
d
き
S



1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、需垣）

Fig．13　HIStOgram Of Sports Tast Dataln RlatlOn between Osaka

UnlVerSlty Of EcDnOmlCS and LaW and CountryWldc

本学と全国のスポーツテストデータを比校したヒストグラム
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高垣）

第3段階が最高値で左右に減少しているタイプは、背筋力である。一方、第

2段階が最高値で第5段階にいたって減少しているタイプは、立位体前屈であ

る。反復横跳は、経1と法2の傾向と経2と法1の傾向の2つのタイプが認め

られた。これは勝・沢の論文にも異方性が認められ、一定なグループになれな

かった。踏台罪障運動では、／、ラツキの度合か勝・沢および沢・大森の論文と

よく似ている。

42　平均値の検討

本学学生のスポーツテストデータに関して、学部と学年に対応する全国のデ

ータとの比較を行ったのが　Fig．13　である。

Fig・13において、本学の1年次生を四、2年次生を団とし、全国の

平均値を－と図示した。F短・13の右側は、本学1年と2年次生の平均値

である。

①　身長：全国の平均値は、1年よりも2年次生の方が小さくなっている。一一

万、本学の身長は、1年よりも2年次生のほうが大きくなっている。本学の身

長は、全国の身長よりも低くなっている。すなわち、本学の全平均身長と全国

の全平均身長は、それぞれ、170．20cm　と171，04cmである。

（釘　体重：本学の1年次生の体重は、2年次生よりも盤くなっている。この傾

向は、全国のデータにもよく似ている。本学学生の体重は、全国の体重よりも

重くなっている。すなわち、身長との関係から説明すれば、本学の学生は、全

国よりも背が低く、体は重くなっていることか認められた。

④　胸囲∴本学学生の胸囲は、全国よりも大きくなっている。1年よりも2年

の方が大きくなっている傾向は、本学と全国とともによく似ている。この傾向

は、勝・沢および沢・大森の論文とよく似ている。本学と全国の総平均胸関

は、それぞれ　87．39cm　と　86．17cm　てある。

甘　反復横跳・本学の反復舐跳は、全国よりもはるかに小さい伯である。1年

よりも2年の方が小さいのは、経と全国と共通している。本学と全国の比較に

おいて、沢・大森および沢・森下の論文とよく似ている。本学と全国の総平均

は、それぞれ4424点と4784点である。
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に渕する統計的分析（沢、詩垣）

④　垂直跳：1年が大きく、2年が小さくなっている傾向は、経と全国がよく

似ている。本学の垂直跳ほ、全国よりも小さくなっている。この厭向は、勝・

沢、沢・大森および沢・森下の論文とよく似ている。本学と全国の総平均は、

それぞれ55，92cm　と　60．97cmである。

弼　背筋力．1年よりも2年次生が大きいのは、経・法および全国のテ一夕か

ら見られた。本学のデータは全国のテ一夕よりもはるかに小さい倍である。こ

の小さい傾向は、勝・沢、沢・大森および沢・森下の論文にも見られた。した

がって、本学と全国の平均はそれぞれ124．14Kgと139．25Kgである。

㊦　蝮力：本学学生の1年と2年の差は、大きいのに対して、全国のテ一夕で

は認められなかった。この傾向は、勝・沢、沢・大森および沢・森下の論文と

は異なっている。本学のデータは全国と比べると、1年では小さいのに、2年

では大きな値になっている。

④　伏臥上体そらし：経と全国のチークは、1年よりも2年の方が小さい。一

方、本学のデータは、全国と比べると小さい値である。すなわち、勝・沢の論

文とよく似ている。伏臥上体そらしの本学と全国の平均は、それぞれ56．36cm

と57．17cmである。

桓〕立位体前屈：本学の経と法において、1年より2年が大きいのに、全国は

その逆である。－「・方、本学と全国との差は非常に大きくなっている。この傾向

は、勝・沢、沢・大森および沢・森下の論文にもよく似ている。本学と全国の

平均は、それぞれ9．84cmと14．33cmである。

＠・踏台昇降運動：本学の経と全国のデータは、1年よりも2年の方が小さい

値である。1年と2年の平均は、それぞれ5966点と6132点である。なお、本

学と全国の平均値は、それぞれ6049点と6116点である。

43　標準誤差の検討

標準誤差は、学部と学年にコンピュータ処理を行った。コンピュータ処理に

よるデータをベースにして、それぞれの相違を検討した。検討のテ一夕を、

Table3に表示した。T8bll！3のテ一夕をFig．14のように図示した。

Fig・14における、それぞれのヒストグラムは、次のとおりである。その内
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト■
データ（体格・体力）に幽する統計的分析（沢、高垣）
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Fig．14　Relation between DlfEerenceof Standard Error andSports Test Data

各項目データの標準誤差値の差異を表示したヒストグラム

容は4通りである。すなわち、学部間の差と学年間の差である。

△E12　二（経1年の標準誤差）【（経2の標準誤差）…　　＝（4－1）

△L12　＝（法1年の標準誤差）－（法2の標準誤差）…　　‥（4－2）

△ELl＝（経1年の標準誤差）－（法1の標準誤差）………‥（4－3）

△EL2＝（経2年の標準誤差）【（法2の標準誤差）…………（414）

綽1と経2の差については、経1か大きい項目は、身長・反復横跳・垂直跳・

握力・立位体前屈および蹄台昇降運動である。その反対は、体重・胸囲・背筋

力および伏臥上体そらしてある。法1と法2の差について、法1よりも法2が

大きいのは、背筋力・握力および蹄台昇降運動であり、他はその反対である。

同学年間の経と法の差について1年次生の比較を行った。その結果、経1が法
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高垣）

1よりも大きくなった項目は、反復横跳と躇台昇降運動である。その他は、法

1が大きい。2年次生の経と法を比へると、経2よりも法2が大きいのは、胸

囲と立位体前屈である。すなわち、経済学部の方が、全学を通じて大きい標準

■誤差であることがわかった。一一万、本学の2年よりも1年次生のほうが大きい

標準誤差であることが認められた。この4項調のデータについてサインカーフ

状になっている項削ま、身長・体重・胸囲・垂直跳・伏臥上体そらしおよび立

位体前屈である。コサインカープ状になっているのは、反復構跳・握力および

踏台昇降運動である。

44　各スポーツテストデータに対する身長

各スポーツテストテ一夕に対する身長との関係式は、経1には式（3一一一3～

3－－11）、経2には式（3h－12～3¶27）、法1では式（3ル36－3－43）およ

び法2では式（3153－3－61）に記述している。この関係式に上り剛．昔直線

を　こig・15　に図示した。

Fig・15の4つの回帰匡線は、緯1（EI）を（×¶一×）、経2（El工）を（A

‥△）、法1（Ll）を（一一一）および法2（LII）を（0－】○）である。ここ

では、Fig・15の各項口について勝・沢、沢・大森および沢・森下の論文との

検討を行った。

・1）体重：Fig・15の（1）によれば、回帰直線は、法1と法2ほ平行移動の傾向

である。経1と経2では、体重の怖いところでは一致しているが、体重が爪く

なるにつれて、その差は少し変わっている。これは、森下・沢の論文とよく

致している。

＼幻　胸囲：Fig・15のしわによれば、繹1と経2の剛詞l在線は、ほぼ一致してい

る。一方、法1と法2では、胸囲（89cm）のところには、わずかな差をイ】し

ているが、90cmではほぼ一・致している。全体的にみれば、本学学生の90cm

の胸囲では、約170cmの身長になっている。

′わ　反復構跳：Fig・15の③によれは、経1と法1は、同一線上にある。綻2

は負の回帰係数になっている。反復机跳の50と60点で相互が交叉しているの

は、勝・沢、沢・大森および沢・森下の論文に見られた。

一一80－
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、轟垣）

＠′・垂直跳：Fig．15のやによれば、法2の剛帰係数が大きく、経2では不能

である。勝・沢の論文では、垂直跳（50～55cm）の領域において交叉してい

る。沢・森下の論文では、約　50cm．以下の領域で完全に交叉を行っている。

が、本論文では、その全体を含んでいる。

モノ　背筋力　Fig・15の㊥によれは、背筋力の120Kgの領域において、4本

の回帰係数が相互に交叉している。勝・沢では、100Kgで法1と法2の交叉か

あり沢・大森と沢・森下の論文では115Kgで経1・経2および法1の交叉が

ある。

耳　撞力．Fig・15の⑥によれば、30Kg混力で、身長の小さいのは、法2－）

法1－〉経2→経1の順に大きい。握力50Kg弱では、身長がほぼ一致してい

る。身長は、経済学部の学生よりも法学部の学生が大きいl訓吊係数を石してい

ることがわかった。

・号　伏臥上体そらし・Fig・15の㊤によれば、墓相関係数が小さいため、回帰

係数の信頼度か小さいと認められた。その小さい中で、経1と法2の回帰直線

が得られた。約　50cm　で身長が一致している。これは膵・沢の論文にもみら

れた。

④　立位体前屈　Fig・15の＠によれは、経1以外は、魚の回帰係数である。

立位体前屈の小さい領域では、法が大きくなっている。立位体前屈の（0～10）

cmでは、4本の回帰直線が交叉している。これは、沢・森下の論文とよく一

致している。

⑨　踏台昇降運動：Fig．15の④によれば、踏台昇降運動40点では、それぞれ

がよく似た伯であるのに、80点になると分散している。これは沢・大森の論文

とよく一致している。2年次生が大きく、1年次生か小さい値になっている。

4．5　各スポーツテストデータに対する体重

各スポーツテストデータに対する体盛との関係数は、径1では式（3－12～

3－20）、経2では式（3－28～3－35）、法1では式（3－44－3－52）およ

び法2では式（3－62～3－－70）に記述している。この関係数により回帰直線

をFig・16に図示した。
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト．
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高塩）
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Fig．16　RegfeSSion Line of Welght for Sports Test Data

経（1・2年）と法（1・2年）に関するスポーツテストデータ

に対する体重との回帰直線

〔ET（×－×）、EⅡ（A・・・ム）、LI（■…■）、Ⅰ一Ⅱ（0－0）〕
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高垣）

Fig．16の4つの回帰直線は、経1（El）を（×－×）、経2（EIl）を（A・

△）、法】（LI）を（t…■）および法2（LIl）を（〇一一〇）である。ここで

は、Fig．16の各項目について、僻・沢、沢・大森および沢・森下の論文との

検討を行った。
′主　身長・Fig．1の√困こよれば、相互の交叉は、（165～175）emの問て行って

いる。法1と法2の回帰係数は、本学学生（1983～1987年）のH削こおいて最大

係数になっている。身長170cmの付近において交叉しているのは、沢・大森

と沢・森下との論文によく似ている。

す　胸囲：Fig．16のぼけこよれば、1年が大きく、2年が小さくなっている。

このl叶帰出線は、楳1と法2州彿こ囲まれている。この囲まれ形については、

沢・森下の論文とよく似ている。

④　反復横跳：Fig．16の・湖によれは、法2は正の回帰係数である。その他は、

ねの回帰係数である。この4本の回帰商銀は、ともに反復構跳の45点において

交叉している。それは、勝・沢の作1と経2においても現われ、沢・大森にお

いても本論文とよく一致している。特に、経2の回帰係数は大きな値である。

甘・垂直跳・Fig．16の・やによれば、法2ほ、反復拭跳と同じく正の回帰係数

である。か、他は、負の回帰係数である。経1と法1の1年次生は、ほぼ同じ

伯である。け九とも、経2は、大きな負の回帰係数である。垂直跳　55cm　で

は、相互が交叉をしている。これは勝・沢と沢・森下の論文にも見られた。

亘　背筋力：Fig．16の耳によれば、回帰係数の大きいのは、法1である。ま

た、小さいのは経1である。ともに火小においては、1年次生である。相互の

交叉は、110～130Kgの問にある。これは勝・沢の法1と法2、沢・大森の論

文とよく似ている。

ぐむ　糎力・Fig．16の⑥によれば、塩力30Kgでは、経2・法1および法2か

集中しており、握力50Kgでは経1・経2および法2が集中している。握力

43Kgの付近では、相互が交叉している。これは膠・沢、沢・大森および沢・

森下の論文に一致した傾向があった。

①　伏臥上体そらし：Fig・16の㊦によれば、法1が虫の回帰係数で、紀1と

法2が正の回帰係数である。経2の回帰係数は、盃相関係数が小さいため不能
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である0伏臥上体そらし50cmでは、3本の直線が交叉している。これは、

打方・沢および沢・森下の論文とよく一致している。

⑥　立位体前屈：Fig・16の⑥によれば、立位体前屈10cmでは、4本の直

線が交叉している。経1は正の回帰係数であるのに、他は良の回帰係数であ

る。これは、沢・大森の法1と経1の交点、沢・森下の複合交点が現われた。

（カ　硝台昇降運動：Fig・16の⑨によれは、回折係数は、すへて負であるのは、

この踏台昇降運動のみである。その中で、法1の魚の回帰係数は大きな値であ

る。交叉しているところは、（55～60点）のところである。これと一致してい

るのは、勝・沢の経1と経2の交点である。この5年間のテータの巾でそれぞ

れの測定を行ったなかで、共通した憤向があるのほ、次のとおりである。正の

回帰匿線については、体重・胸囲・曹筋力および握力である。その反面の負の

回楠田線については、踏台昇降運動のみである。ただし、1987年圧の測定値

は、この限りでない。

5　ま　と　め

1984年度に実施した10項口のテ一夕をコンヒュ一夕によって情報処理を行っ

た。測定に参加した学生は、経1（599名）、経2（599名）、法1（300名）お

よび法2（299名）で合。十ユ，797名である。この1，797名に対する17，970データ

は、文部省制定に準拠した。これらのテ一夕は、本学にとって大学統計を整理

するに彙重な資料になる。ゆえに、以卜要約する。

（・5段階評価と総合判定

5段階評価の総合判定を、次のとおり行いFig・17のとおりに囲示した。ま

ず、径1では、C判定（314名で524％）か多く、次にB－）D→E－ゝAの判定

の順に小さくなっている。法1では、C判定（152名で506％）が多く、次に

E　ゝD－〉B→Aの順である。経2では、C判定（310名で517％）が多く、

次にD→B－）E→Aの順である。最後に、法2では、C判定（153名で511

％）が多く、次にB一一）D－）E－ゝAの順である。したがって、百分率の版序

で、繹1と法2は、全く、同じ傾向であった。
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト．
テ一夕（体格・体力）に的する統計的分析（沢、高塩）

反復横跳

Fig・18　T1－e5GradatlOnEvaluatlOnOnPhysICalFlthness TesLlnOul

Testee－Student and the NatlOn－WideMean Valueat1984Year

1984年度本学学生と全国平均との体力診断テス】の5段階評価

本学学生と全国平均との体力診断テストの5段階評価を行うためにFig．18

を囲示した。Fig・18の実線は全国平均であり、点線は本学学生のデータであ

る。本学学生のデータが、全国平均と一致しているのは、垂甫跳・背筋力・捉

力および踏台昇降運動である。その他の項削土、全国平均よりも小さい僻であ

る。すなわち、本学学生のテ〉タは全国平均値と比べると、反復構跳・伏臥上

体そらしおよび立位体前屁なとは小さいことがわかった。
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高垣）

②　平均値

本学学生のスポーツテストテ一夕に関して、平均値は、次のとおりである。

身長（本学1m20cm・全国171．04cm）、体椚（木′了：64．54Kg・全国61・89

Kg）、胸囲（本学87．39cm・全国86．17cm）、反復杭跳（本学4424点・全国

4784点）、垂直跳（本学55．92cm・全回60．97cm）、曹鮪力（本学124・14Kg・

全国139．25Kg）、握力（本学47．15Kg・全国45．96Kg）、伏臥上体そらし

（本学　56．36cm・全国　57．17cm）、立位体前屈（本字9．84cm・全国14．33

cm）および踏台昇降退勤（本Pf■6049点・全国6116点）である。経瀦学部に

おいて、1年より2年の方が大きい項Hは、身長、背筋力、立位体前屈、胸囲

および握力である。法学部において、1年より2年の方が大きい項目は、身

長、胸囲、反復横跳、垂直跳、伏臥上体そらし、立位体前屈、背筋力、握力お

よび踏台昇降運動である。同じ1年次生において、法よりも経が大きい項目

は、身長、垂直跳、背筋力、握力、伏臥L体そらし、立位体前屈、反復机銚お

よび雌台昇降運動である。同じ2年次生において、法よりも経か大きい項口

は、体重、胸囲および立位体前屈である。

③　回帰方程式

身長と体重に対する各項卜川■rjのl軒甘方群式（3　－3）～（3　－70）から、平均

阿帰方将式を作成した。身長に対する平均回帰方程式は、次のとおりである。

身長＝15442＋0245（体積）　　　　　　　　　　　　　　　‥（5－1）

身長　＝150．16－ト0．229（胸悶）・　　　　　　　　　　　　・（5－2）

身長＝16432－l－0137（反復桃跳）　　　　　　　　　　　‥（5一一3）

身長ニ＝16094－ト0171（垂直跳）　　　　　　　　　　　　‥（5－－－4）

身長＝160．14110084（背筋力）　　　　　　　　　　　　　‥（5“－5）

身長＝15390＋0．353（握力）・　　　　　　　　　　　　　‥（5－　6）

身長＝166231－0．076（伏臥上体そらし）・　　　　　　　‥（5－7）

身長＝170．72－0．053（立位体前屈）・　　　　　　　　　・（5－8）

身長＝　ユ72．98－0049（踏台昇降運動）・　　　　　　　　‥（5　－9）
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1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト．
データ（体格・体力）に渕する統計的分析（沢、高垣）

負の回帰係数は、立位体前屈と踏台昇降運動である。したがって、回帰係数

も小さい位である。

体重に対する平均回帰方程式は、次のとおりである。

体重ここ194・812＋0．937（身長）・　　　　　　　　　‥（5110）

体重二一59696＋1119（胸囲）　　　　　　　　　・（5－11）

体藷＝　68752－0097（反復机跳）　　　　　　　　　・（5¶12）

体重＝　51・754－0．090（垂蔭跳）　　　　　　　　　・・（5→13）

体重＝　40・978÷0196（背筋力）　　　　　　　　　　（5－－14）

体重＝　34・725＋0・647（握力）　　　　　　　　　　　‥（5115）

体重＝　64・308＋0003（伏臥上体そらし）　　　　　　‥（5－16）

体重＝　65611－0・110（立位体前屈）　　　　　　　・（5－17）

体重＝　77・721－0・223（踏台昇降運動）　　　　　　　‥（5¶18）

貢の回帰係数は、反復桃跳・垂甫跳・立位体前屈および踏台昇降運動であ

る。この中で、垂甫跳と伏臥上体そらしの回帰係数は小さい値である。一九

身長に対しては、大きな正の剛桁係数である。

④　室根関係数と分散分析のF値

耗1において03以上の重相関係数は6個である。この中で、胸囲と体重の

屯相関係数と分散分析のF伯は、それぞれ0．8950と1，123である。勝・沢では

R－‾0・8358とF－911であり、沢・大森ではR－0．8823とF＝1，778であ

り、沢・森FではRニー0・8428とF＝832である。この巾で、本論文のR佃

は、最高である。

経2において、0・3以上町垂相関係数は10個である。この卓で、胸囲と体重

の重相関係数とF値は、それぞれ09189と813である。跡・沢では　R＝0．8889

と　F＝791である。沢・大森ではR＝0・8598　と　F＝1，279である。そして

沢・森下ではR＝0・8283とF＝321である。この車でも、本論文のR値は最高

である。

一一89　－



1984年度大阪経済法科大学学生のスポーツテスト・
データ（体格・体力）に関する統計的分析（沢、高短）

法1において、0．3以上の墓相関係数は17個てある。この中で、胸囲と体重

の重相関係数とF値は、それぞれ09153と656である。1985年のデータでは、

R＝0．8853　と　F＝573　である。1986年のテ一夕では、R二0，8833　とlT＝

1，189である。1987年のテ一夕ではR二二0．8968とF＝736である。この中で

最大貌相関係数は、本論文の1984年である。

法2において、03以上の蒐相関係数は17佃である。1984～1987年間におい

て盃相関係数と分散分析のF値を決定した。その結果、1984年ではR二‾‾0．8746

と　F＝221であり、1985年では　R＝0．9162　と　F－538であり、1986年では

R＝0．865とF＝614であり、そして1987年ではRここ0．8749と　F＝304であ

る。この中で03以上の重相関係数の数は1984年度が最高である。
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